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公共工事における総合評価方式活用検討委員会（第1回） 

 

日 時：平成17年5月23日（月）16:00～18:00 

場 所：砂防会館 別館ｼｪｰﾝﾊﾞｯﾊ・ｻﾎﾞｰ 3F 六甲 

 

議 事 次 第 

   １ 開 会 

   ２ 国土技術政策総合研究所挨拶 

   ３ 委員紹介 

   ４ 委員長挨拶 

   ５ 議 事 

   （１）総合評価方式の適用拡大の方向性について 

   （２）今後の予定について 

   ６ その他 

   ７ 閉 会 

 



 1 

 

総合評価方式の適用拡大の方向性 

（論点の整理） 

 

 

１．高度な技術や優れた工夫を必要とする大規模な工事においては、現行の

総合評価方式において技術提案を募ることにより、工事の品質確保上一

定の効果を挙げている。 

 

２．一方、現行の総合評価方式の対象としない、中小規模等の工事について

も、工事の品質確保を図るためには、業者選定において価格と技術力を

総合的に評価する方式を適用することが重要。 

 

３．現行の総合評価方式は工事の品質向上に有効と考えられるが、この方式

を中小規模等の工事に適用することは容易でない。 

 

・現行の総合評価方式では、事務手続きや技術提案の審査に係わる発注

者側の労力、技術提案に係わる入札者側の労力が大きいこと、評価方

法等が必ずしも容易でないこと等から、中小規模等の工事に適用拡大

した場合に、対応ができない恐れがある。 

 

・高度な技術や優れた工夫を要しない工事については、そもそも技術提

案の余地が少なく、工事の品質確保においては工事全般に係わる一般

的な技術力や工夫を評価することが適当と考えられる。 

 

４．このため、高度な技術や優れた工夫を要しない中小規模等の工事につい

ては、民間事業者の技術力を適切に評価し、業者選定に反映させる新た

な総合評価方式が必要。 

 

 

 

 

 

 

資料１－１ 
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５．総合評価方式の適用拡大に向けての考え方 

 

（１）本方式の目的 

  中小規模等の工事において、個々の工事特性に応じた技術力を評価し、

落札者決定に反映させることにより、工事の品質確保と民間事業者の技術

力競争の環境整備を図る。 

 

（２）総合評価方式の適用対象（図１参照） 

  高度な技術や優れた工夫に係わる技術提案を要しないが、工事に必要な

施工方法に係わる知識や一般的な技術力、工夫等を評価することにより、

工事の品質確保上の相当な効果が期待できる工事。 

 

※高度な技術や優れた技術的工夫等を要するもので技術提案を求めること

が効果的であるものについては、中小規模の工事も含めて現行の総合評

価方式を適用。 

 

参考）米国連邦政府：発注額の48％（新設では53％）に適用（2001年） 

    ドイツ   ：基本的に全ての工事 

 

（３）民間事業者の技術力評価項目のあり方 

１）評価項目の要件（案） 

①民間事業者が工事特性や現場特性に応じて当該工事を良好に行う技

術力を保持しているか評価できる。 

②評価資料の作成や評価が多大な労力とならない。 

③評価に当たっての透明性、アカウンタビリティを確保できる。 

 

 ２）評価項目（案） 

  工事特性に応じて、以下の①～⑤を組み合わせて評価を行う。 

①技術審査（競争参加資格）及び指名基準に基づく項目 

②技術者の素養（工事責任者のヒアリング） 

③工事全般の施工方法等に係わる一般的知識（施工計画） 

④工事全般に係わる施工上の工夫（施工計画） 

⑤技術提案 
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３）評価項目の比較（図２参照） 

 

評価項目 具体的な内容 現在の利用状況 長  所 短  所 備  考 

① 技術審査（競争参加資格） 

及び指名基準に基づく項目 

・経営事項評価点数 

・同種・類似工事の施工実績 

・配置予定技術者の資格及び

経験 

・工事成績 等 

・競争参加資格の確認に利用

（一般競争） 

・指名業者選定時の評価項目

として利用 

（指名競争） 

・発注者・受注者ともに、資

料作成や評価に係わる労力

は少ない。 

・評価基準は客観的で明確。 

・個々の工事における工夫等

が考慮されない。 

・東京都施工能力審査型で採

用 

② 技術者の素養 

（工事責任者のヒアリング） 

・工事の理解度 

・工事への熱意 

・地域への思い入れ 等 

・特になし 

・技術者の素養を直接評価で

きる。 

・資料作成や評価に係わる労

力は比較的少ない。 

・評価基準の設定が必要。  

 

③工事全般の施工方法等に係

わる一般的知識 

（施工計画） 

・施工計画審査タイプ（一般

競争及び公募型）において

技術的所見を審査 

・入札時ＶＥ方式（一般競争

及び公募型）において施工

方法（標準案）を審査 

・契約後に詳細の施工計画書

を提出 

・工事全般の施工方法に係わ

る知識、技術力を評価でき

る。 

・資料作成や評価に係わる労

力は比較的少ない。 

 ④工事全般に係わる施工上の

工夫 

 （施工計画） 

・施工方法等に係わる所見 

例）仮設備計画 

本体工事施工計画 

安全対策 

環境対策 

機械設備計画 等 

・特になし 

・個々の工事における技術力、

工夫等を評価できる。 

・資料作成や評価に係わる労

力は比較的少ない。 

・評価基準の設定が必要。 
・米国等海外の多くの国で採

用 

⑤ 技術提案 

・総合的なコスト 

・工事目的物の性能、機能 

・社会的要請に関する事項 

例）環境の維持 

  交通の確保 等 

・総合評価方式において、発

注者の指定した項目につい

て加算点を算出 

・個々の工事における高度な

技術、優れた工夫を評価で

きる。 

・評価については、客観的で

ないものも含まれるが、実

績はかなりある。 

・指定項目以外の技術力が評

価されない。 

・中小規模等の工事では、労

力が大きい一方で、技術提

案の余地が少なく、差がつ

きにくい。 

・中小規模等の工事に適用す

るには、評価項目、評価方

法の改善が必要 
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【現 状】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今 後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 対象とする公共工事の範囲 

 
 
 

 
 
 

通常指名競争 

公募型指名競争 

一般競争 

1億円 

7.3億円 

2億円 

高度な技術や優れ

た工夫を含む技術

提案を求める 

工事規模 

工事難易度 

1億円 

7.3億円 

2億円 

施工上の 

工夫の余地なし 

高度な技術や優れ

た工夫を含む技術

提案を求める 

施工上の工夫等， 

一般的な技術提案

を求める 

工事規模 

工事難易度 

価格競争 
新たな 

総合評価 
総合評価 

価格競争 

工事希望型指名競争 

総合評価 
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図２ 各方式の位置づけと新たな総合評価方式の方向性 

注）海外事例○番号：参考資料１－１参照 

 
 
 
 
 

新たな 
 

総合評価方式 
 

技 

術 

提 

案 

を 

求 

め 

る 
【東京都】 

 
施工能力 
審査型 

 
価格競争 
(技術審査 
のみ) 

技
術
提
案
を
求
め
な
い 

技術提案及び技術審査・評価 
に係る労力 

工事に求められる 
技術レベル 

米国事例④（施工計画等） 
米国事例⑤（施工計画等） 
米国事例⑥（施工計画等） 
英国事例②（施工計画等） 
仏国事例（品質保証等） 
豪州事例（施工計画等） 
台湾事例（施工計画等） 

 

 

【直 轄】 
 

新通達型 

米国事例①（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ、工事日数） 
世銀事例（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ、工事日数等） 

米国事例②（性能保証年数） 
米国事例③（工事日数等） 

英国事例①（工事車両軽減等） 
独国事例（ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ等） 

【直 轄】 
総合評価 
【東京都】 
技術提案型 

対話方式 

（品確法13,14条 

に基づく方式） 
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今 後 の 予 定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２ 

第１回委員会 

  

総合評価方式の適用拡大の方向性 

第２回委員会 

総合評価方式の適用拡大の具体的手法 

・評価項目・評価指標の検討 

  ・評価方法の検討 等 

第３回委員会 

 ガイドライン（素案）の検討 

・総合評価方式の適用から技術 

提案の履行検証までの流れ 

第４回委員会 

 

 ガイドラインのとりまとめ 

５月２３日 

８月上旬 

７月中旬 

６月下旬 


